

































































































































































































































































































































































2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
菅田地域ケアプラザ 11（2） 5 11（4） 2 4（2） 3 5（2） 15（5） 21（2） 7
樽町地域ケアプラザ 17（4） 7 7（2） 8（3） 8（4） 6（2） 0 2 6 4（1）
篠原地域ケアプラザ 8（1） 6 11（4） 10（3） 12（2） 7（3） 7（3） 7（1） 7 4（1）
神ノ木地域ケアプラザ 7 0 1 5 8 10 8 15 14 3
沢渡三ツ沢地域ケアプラザ 9 0 0 2 1 10 2 9 2 9
片倉三枚地域ケアプラザ 4 0 0 0 0 4 8 0 0 0
合計人数 56 18 30 27 33 40 30 39 50 27
　　注 ： （　） は後期履修学生数 （内数）
─ 200 ─




































































































































2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
平 塚 養 護 学 校 4 22 7 14 18 13 25 30 5
小 田 原 養 護 学 校 2 8
横浜盲特別支援学校 10 9 10 6 7
平 塚 聾 学 校 5
合計人数 6 30 7 14 28 22 35 36 17
表３　特別支援学校と社会福祉施設の両方で体験する学生の割合
2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
割合（％） ― 33 100 26 42 70 73 90 72 63
　　割合（％） ＝（特別支援学校での体験数） ÷（介護等体験の学生総数） ×100
─ 202 ─
神奈川大学心理・教育研究論集　第 40 号（2016 年 11 月 30 日）
少ない。単年度にすれば， 2008年度は18名し
か介護等体験に出ていない。そしてさらに，日
程が学生の必修実験等の曜日と重なった場合学
校へ行かないで７日間すべてを社会福祉施設で
行うことも許可しているため，学校で体験を行
う学生の数はその分さらに少なくなる。これら
の結果が表に示された数字となっている。
　2010年度から小田原養護学校へは行かなく
なった。2010年度の体験希望者は前年2009年
の11月に希望確認をしているが，すでにその
段階で履修条件を満足できる学生の数が少なく
なっていたと思われる。2010年度に介護等体
験を行う学生は2008年度入学生であり，彼ら
は３年次配当科目としての介護等体験指導の履
修条件を満たさなければならなかった。２年次
秋の時点でその条件が満たせないと判明した学
生もかなりの数に上ったはずで，その分2009
年11月時点での介護等体験希望者の数が少な
くなっていたと思われる。そのことにより，
2010年度は介護等体験開始当初と同じ平塚養
護学校だけでの実施となったと推測される。
　その後2012年度から横浜市立盲特別支援学
校が追加され，2016年度より神奈川県立平塚聾
学校が追加された。横浜盲特別支援学校は横浜
キャンパス枠として与えられたものを学内の運
用で，湘南ひらつかキャンパスの学生にも利用
可能としている。本キャンパスへ通学している
学生に中には自宅が横浜の学生も多い。そうい
う学生にとっては横浜が行きやすい。私たち教
員としても，遅刻を心配することが少なくな
る。平塚聾学校はなぜか横浜キャンパス枠とし
て与えられたが，横浜キャンパスの学生が平塚
へ来ることは現実的にはまずないので，湘南ひ
らつかキャンパス枠として利用させてもらうこ
とにした。
[注]
1 教育実習の内諾依頼条件は，以下の①から④
の条件をすべて満たしていることである。
　①「教職に関する科目」から12単位以上修
得していること。（「教育原論」「教育と社会」
「教育心理学」を含む。）
　②「66条科目」〔教免法の施行規則第66条に
規定された科目〕から４単位以上修得して
いること。
　③実習教科によって定められている検定試験
のいずれかに合格し，証明書のコピーを提
出していること。〔たとえば，理科は工業
英検３級，数学は数検準１級など。〕
　④〔湘南ひらつかキャンパスは適用外。横浜
キャンパスの社会系免許と保健体育免許に
関する規定。〕
2 １年次配当科目を１年次に修得できない学生
が３分の２もいるのは，当時湘南ひらつか
キャンパスでは専任教員だけでそれらの科目
を担当し，評価については厳しく運営すると
いう方針で臨んでいたことと関係する。高校
生気分で授業を受けていたのでは，大学の単
位は取れないことを１年目の学生は身をもっ
て体験したのである。私の担当である「教育
心理学」についていえば，試験は授業内小テ
ストも定期試験でもすべての資料を参照可と
している。それで合格点60点を取れないのは，
教科書や配布資料を理解していない学生がそ
れほどいるということである。
